
目標：ひとり２筆以上が必須！！ 期限 ２０２４年３月末

要･求･実･現のチャンス

１００万人の声で建設業を変えよう！
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私たちの運動で国が動き、見解を示す！！
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実効性を担保し、具体化するためには、私たちの声【署名】がとても重要！
◇ご協力をお願いします◇

私たちの要望事項
❶建設労働者の雇用改善、能力開発の推
進及び向上を図るとともに、高い水準の
賃上げに向けた環境整備に努めること
❷建築大工をはじめとした若年者等の入
職・定着を促進し、建設業の担い手確保・
育成を推進すること
❸建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の
普及促進を図ること



建設工事従事者の減少･高齢化が深刻

低賃金、
長時間労

働、休
日の少なさが

入職を阻む

全産業平均に達して
いない賃金

建設業の長時間労働の実態

建設業技能労働者･男
性の賃金（年収）は、
2000年代と比較し
て上昇、当時より全
産業平均との差は縮
小しているものの、
現状は全産業平均よ
り10％低い状況にあ
る。

55歳以上が36％、
29歳以下が約12％
と高齢化が進行し、
次世代への技術継承
が課題。実数ベース
では2022年平均の
建設業就業者数のう
ち、 55 歳以上が
172万人で前年比
１万人増、29歳以
下が56万人で前年
比１万人減。

全産業ともこの10年間減少傾向
にある。建設業においても減少傾
向にあるが、他産業と比較すると
依然として労働時間が長く、
2022年は調査産業計に比べて
329時間（17％）多い。

高齢化が顕著な建設業

現状を打開し、能力評価に応じた賃金をめざすために

建設キャリアアップシステム
（CCUS）の普及促進

建設工事従事者の処遇改善・担い手確保、技能者一人ひとり
の職種経験・技能の適正な評価を目的に建設業界が一致して  
CCUSの運用が開始、技能者登録は120万人を超えています。 
国交省は「CCUSレベル別年収（下表）」を公表し、若い世代が
建設業の技能者として入職し、技能・経験を重ねていけるよう、
将来の処遇面でのキャリアパスを示すとともに、技能・経験に
応じた賃金支払いについて目指すべき具体的なイメージを業
界全体で共有し、賃上げや適正価格での受発注の促進を目指
すとしています。

東京土建
〒169-0074東京都新宿区北新宿1-8-16

TEL03-5332-3971
http://www.Tokyo-doken.or.jp/
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